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　中国では国務院に属する科学技術部（MOST、部
は省に相当）、中国科学院（CAS）、直轄市や省など
の地方政府が独自に技術予測を実施している。中国
では既に 1960 年代から長期的展望に基づいた科学
技術推進計画を立ててきたが、2005 年からは各機関
が集まって技術予測の学術年会を開催し、各機関に
おける技術予測活動の状況報告や討議を行ってい
る。地方政府の例として、上海市では 2012 年まで
に 4 つの分野で地域的な戦略ロードマップを作成
し 2013 年 6 月に 5 冊の書籍として発行した。
　本稿は、予測研究実施機関のウェブサイトの記事
や、上海市が発行した技術ロードマップから得られ
た情報を分析し、中国における最近の技術予測の動
向を報告する。
海外におけるフォーサイト活動（その1）
中国の技術予測活動の動向
―全国技術予測会議と上海市の
地域的戦略ロードマップより―
　中国では国務院に属する科学技術部、中国科学院、直轄市や省などの地方政府が独自に技術予測を実
施している。全国規模の技術予測学術年会は 2005 年から開催され、技術予測実施機関の技術予測活動
の状況などが報告されている。2013 年に科学技術部が開始した新ラウンドの技術予測では、新しい分
野を含めて 12 分野について専門家を集めて技術評価などの活動が行われている。中国科学院は、予測
科学研究センターを中心に複数の研究所が参加して技術予測を行っている。中央政府以外でも、多数の
地方政府において技術予測が継続的に行われているが、中でも上海市は、在上海の研究機関、大学、企
業が参加してデルファイ調査を含む技術予測活動を定常的に行っている。上海市は 2013 年に、エコ・
精密製造・健康・デジタルの 4 分野について、地域的戦略ロードマップを刊行した。このような中国の
技術予測は、2020 年頃の「小康社会」（ややゆとりのある生活ができる社会）実現に向けた諸施策の効
果を高めるため、産学官の力を結集して科学技術を推進するところに重要な意義がある。
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辻野 照久
科学技術動向研究
　概　　要
　中国において技術予測は、科学技術部、中国科学
院、北京市・天津市・上海市・河南省・湖南省・広
東省・陕西省・江蘇省・遼寧省・黒龍江省・寧夏
自治区・厦門市・山東省・雲南省などの地方政府
で実施されている。それぞれ独自にテーマ選定を行
い、各分野の専門家を集めてデルファイ調査を含む
予測活動を独自の手法で行っている。これらの機関
において、技術予測は社会の経済発展や国民の便益
増大に役立つツールであると認識されている。な
お、2006 年初頭の中国の技術予測の動向について
は、「科学技術動向」2006 年 3 月号で紹介してある
ので参考にしていただきたい1）。
1 はじめに 2 中国における技術予測の実施動向
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　近年の中央政府と地方政府において技術予測を
担当する機関の代表者が集まって開催された全国
技術予測学術研討会の中から、ウェブで確認できる
第 5 回以降の概要を図表 1 に示す。
　中国科学院（CAS）傘下の予測科学研究センター10）
は、2006 年 2 月に中国科学院長の直接指揮により設
立された。このセンターは、数学・システム科学研究
院（AMSS）11）、地理科学・資源研究所（IGSNRR）12）、
科技政策・管理科学研究所（IPM）13）、リモートセン
シング・デジタル地球研究所（RADI）14）及び中国科
学技術大学15）などに在籍する、優れた経済社会予測・
分析研究者で構成される非法人の研究組織である。こ
の中で中心的なメンバーは IPM である。予測科学研
究センターには、①農産品予測部、②戦略資源予測
部、③マクロ経済予測部、④国際市場予測部、の 4 つ
の予測研究部がある。一見すると科学技術というより
は経済的な予測に限定されているように思われるが、
科学技術が社会経済に及ぼす影響を予測することが
中心となっている。
　IPM は「高技術発展報告」を毎年出しており、2014
年版まで発行済みである。また日本の科学技術・学
　科学技術部7）傘下で科学技術予測を実施している
組織は、科学技術発展戦略研究院（CASTED）8）であ
る。CASTED は、2007 年 12 月 28 日に旧科学技術促
進発展研究センターから改称された。CASTED の
院長は、科学技術部長（大臣）の万鋼（Wan Gang）
氏が兼務している。
　中国の技術予測の新ラウンドは、2013 年に実施
された「技術評価」から始まり、2014 年時点で実
施中のデルファイ調査、2015 年までに完了を予定
している国家重要技術の選定と技術ロードマップ
の設計などの要素で構成される一連の活動を指す。
今回の技術予測の新ラウンドでは、2003 年におけ
る MOST の技術予測の対象 9 分野に加えて、「地球
観測と航行測位」・「海洋」・「運輸」の 3 分野が追加
された。基礎研究の割合が大きい他の分野に比べる
と、これらの 3 分野は既存の技術の組合せや応用技
術などが中心であり、社会への適用などの面で実用
的な価値が高い分野である。新分野でどのような課
題が設定されるか注目に値する。
　新ラウンドの技術予測の対象期間は、今後 5 年か
ら 10 年としている。予測の参加者は大学・研究機
関の専門家や産業界の研究者・管理者などである。
　2014 年 2 月、技術予測の途中経過の説明会が北京
で開催され、全体的な研究グループと 12 分野の専
門家や代表者が出席した9）。12 分野の専門家は、それ
ぞれの専門技術領域における中国と外国の技術比
較分析結果を紹介した。この会合の全体のまとめと
して、曹健林科学技術部副部長は、①強い責任感と
使命感をもって国家的な立場から予測活動行うこ
と、②技術予測は経済社会の発展と密接に結び付く
こと、③国際協力を重視し、外国の技術発展動向に
注意を払い、外国の経験を取り入れること、④分野
をまたぐ研究や「非共識研究（Non Common Sense 
investigation）」を相互に協調して行うこと、などの
4 点について述べた。
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術政策研究所（NISTEP）と京都大学、ドイツのフ
ラウンホーファーのシステム・イノベーション研
究所、韓国科学技術企画評価院（KISTEP）、英国の
エジンバラ大学、インドの国家科学技術・発展研究
所等の多くの外国組織と協力協定を締結している。
　中国の地方行政区の 1 つである上海市では、上海
市科学技術委員会、上海市科学学研究所（Shanghai 
Institute for Science of Science：SISS）16）及び大学・
産業界・研究機関等の専門家で構成される技術予
測チームが 2001 年から予測プロジェクトを公開し
ている17）。
　上海市において 2005 年から 2008 年にかけて実
施された技術予測の参加者数は、2001 年の 53 人か
ら始まって、2005 年時点で 101 人、2009 年時点で
115 人であった。参考文献 16 で確認できた 111 名の
専門家の所属別内訳は、大学 54 名、企業 22 名、研究
機関その外 35 名であり、大学には上海大学・上海
交通大学・復旦大学などが含まれ、研究機関には中
国科学院の研究所が多数含まれる。予測対象分野は
①情報技術、②生物医薬、③新材料と先端製造、④
社会発展、⑤基礎研究の 5 つが設定され、それぞれ
情報交換や討論会などの場を通じてシナリオ描写、
デルファイ法による総合調査、技術ロードマップと
特許マップ、産業技術ロードマップなどの研究を実
施した。2009 年からは政策決定に活用するための統
合化作業が開始され、上海科学技術計画の主要タス
クに対する技術予測の反映などの実務が行われた。
　2012 年 9 月から、SISS は上海市科学技術発展基
金のプロジェクトとして「戦略的新興産業技術ロー
ドマップと先導的技術予測の研究」を開始した。こ
れは、上海市としては 2 回目の技術予測研究活動で
あり、2020 年までの比較的短期間に達成可能な技術
目標を設定してロードマップにまとめている。その
結果は 2013 年 6 月から 9 月にかけて「区域戦略性
技術路線図」シリーズとして「理論と方法」・「エコ
上海」・「精密製造上海」・「健康上海」・「デジタル上
海」の 5 分冊18～22）で発行された。
1）構成
　本冊子は 2013 年 6 月に刊行された。3 部で構成
される。
　第 1 部の「ガイドライン編」は最初に、発展の
背景と理論基礎の紹介に続いて、①前段階の準備
作業、②未来の情景の描写、③技術体系の整理、
④現状把握、⑤ロードマップの構築、⑥後続作業
のための整備、の 6 段階の作業手順が示され、最
後に「戦略的ロードマップの研究を推進する対策
と提案」で構成されている。
　第 2 部の「方法総述編」では、主要方法として
①情景法、②総合デルファイ法、③ブレーンス
トーミング、④特許マップ、⑤強み・弱み・機会・
脅威（SWOT）分析、⑥イノベーション需要行列
法（Innovation Needs Matrix）、⑦ハイプ曲線（特
定の技術の成熟度、採用度、社会への適用度を示
す図）の 7 つの手法について記述されている。
　第 3 部の「方法実例編」では、英国の技術予測
の情景計画ハンドブック、「サービス上海」の技術
予測における情景分析の応用実例、デルファイ法
応用実例について記述されている。
2）ガイドライン編における重要注意事項
　ガイドライン編では準備作業からロードマップ
の作成に至るまで様々な方法が述べられている。
各作業に対する重要注意事項の中で特に興味深い
と思われる内容を以下に記す。
①前段階の準備作業
　a. 首席専門家の選択と機能の発揮
　ロードマップを編成する首席専門家は、優秀な
専門の素養と比較的広い戦略視野を備え、声望が
高く、公益心があり、地域の発展に関心があり、
自身の経済利益と関係がない人が適任である。
　作業グループと随時連係を保ち、技術問題の分
析を支援するだけでなく、中核となる専門家集団
の確定と組織化及び作業方法等の面で重要な働き
をし、研究任務を指導し、実施と完遂に当たるこ
とが首席専門家には求められている。
　b. 重点企業（龍頭企業）の積極的参加
　専門家の確定は、産業界からは重点企業の CTO
や CEO を選び、多数の他の会社が各方面で組み
合わせられるように差配することが必要である。
そして最重要なのはロードマップを描いた結果が
トップ企業を通じて実現できるようにすることで
ある。
3 上海市の技術予測
上海市の地域的戦略技術
ロードマップ3-1
理論と方法18）3-2
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図表 2　エコ上海の課題と担当機関構成
　c. 地域の戦略的技術ロードマップの研究を共通認
識とさせる
　中核となる作業グループはもちろんのこと、首
席専門家や中核的専門家集団に戦略的ロードマッ
プの理念、実施方法、作業の流れ等の共通認識を
持たせることが狙いである。
②技術体系の整理
　デルファイ調査結果が専門家の状況に強く左右
されることがないよう、専門家を選ぶ際に自身の
研究領域と相互間の競争関係を考慮することが必
要である。
③後続作業のための整備
　a. 内容は公開しない
　ロードマップは政府が全面的に掌握しており、
研究開発目標や主要な研究任務の内容は産学官
の各層に公開するが、具体的な経路の選択やプロ
ジェクト提案は一般には公開しない。
　b. 更新を継続することの重要性と必要性
　社会環境の変化と既定目標の実現に伴って、新
しい技術の要求が出てくるため、ロードマップを
更新し、ロードマップを時代の歩みにしっかりつ
いていけるものにすること。
　エコに関する技術ロードマップは、薄膜太陽電
池・海上風力発電・都市の安全・海洋環境観測・
エネルギー貯蔵・新エネルギー自動車の 6 編に分
　精密な製品の製造技術に関する技術ロードマッ
プは集積回路・新型ディスプレイ・半導体照明用
高電力チップ・先進材料・知能ロボットの 5 編に
分かれている。担当機関は全て上海市科学学研究
所であるが、課題によって記述項目が異なってい
る。背景と意義、将来の展望、現状分析、技術体
系分析、特許分析、実現方策、技術ロードマップ
などが含まれる。各課題の担当機関を図表 3 に示す。
　健康に関する技術ロードマップは創薬・体外診
断・低侵襲性手術用器材・非伝染性疾病・農業用
種源の 5 編に分かれている。各編はエコ上海と同
様に 6 つの項目からなるが、構成が若干異なるも
のもある。各課題の担当機関を図表 4 に示す。
　低侵襲性手術とは小さな切り口で人体内部に医
療器具や人工器官を入れる手術をいい、上海では
低侵襲性手術の対象として心臓、脳、血管、関節
などを挙げている。このような研究開発を行う上
かれている。各編はそれぞれ①研究の背景と意義、
②ニーズと情景分析、③技術体系の整理、④現状
基礎分析、⑤技術ロードマップの選択、⑥まとめ
と提言、の 6 項目で統一的に構成されている。各
課題の担当機関を図表 2 に示す。
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図表 3　精密製造上海の課題と担当機関構成
図表 4　健康上海の課題と担当機関構成
で、大学病院や民間の診療所の医師だけでなく理
工系の大学や医療器具製造企業などが参加してお
り、例えば長海医院は中国で唯一の心臓・脳の血
管手術を行う研究所である。また、上海形状記憶
合金材料有限会社は、心臓の欠陥部分を塞ぐため
の手術用器具を形状記憶合金で製造している。
　＊上海では 2017 年頃までに 90 nm の露光機を国産化し、応用も含めて産業化するシナリオである。
　＊「低侵襲性手術用器材」は原文では「微創介入植入器材」と表記されている。
　情報通信に関する技術ロードマップは、三網融
合・次世代移動通信用標準チップ・スマートシ
ティに向けた物のインターネット（IoT）・クラウ
ド計算の 4 編に分かれている。各課題の担当機関
を図表 5 に示す。
　なお、情報通信分野における中国の主要な課題
は通信網、インターネット及び有線テレビの 3 大
ネットワークの融合である。この三網融合の技術
ロードマップ策定を担当する地方政府として上海
が選ばれた。これは、第 12 次 5 か年計画におい
て、この分野では上海市に技術的強みがあると中
央政府が評価したためである。
　中国の技術予測は単なる予測にとどまらず、抽出
された課題を実現するための組織を立ち上げ、予測
結果を利用して政策課題目標を継続的に設定して
いる。また全国に多数ある技術予測実施組織同士で
毎年研究会を開催し、手法や活動状況の報告を通じ
て情報を共有している。その結果、地方機関では総
花的な資金分配を行う必要がなく、地理的特徴や
人材面で強みのある分野でのブレイクスルー技術
や中核技術を技術予測で抽出した上で、重点的にリ
ソースを投入していくという戦略的な整合性がみ
られる。科学技術部の新ラウンドの技術予測では地
球観測・航行測位・海洋・運輸などより実用に近
い分野にも範囲を広げており、今後実施されるデル
ファイアンケートや分析結果などに注目していき
たい。
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図表 5　デジタル上海の課題と担当機関構成
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